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2011 年 8 月 26 日, 安宅川佳之先生の突然の訃報に接し, 私たちはただ呆然とするだけでした.
いつもにこやかにお話しされていた先生にお目にかかることができなくなったことをいまだに実
感できずにいます.








都度, お引き受けいただき助けていただきました. 講義についても, 専門分野の年金や保険に関
する講義だけでなく, 西洋経済史やビジネスの基礎を教える講義のご担当をお願いさせていただ
きました. 西洋経済史については, 長期波動のご研究の関係上関心の高い分野であるとおっしゃっ









の問題でした. ご赴任後も, 『コンドラチェフ波動のメカニズム』 (ミネルヴァ書房, 2000 年),
『長期波動からみた世界経済史』 (ミネルヴァ書房, 2005 年), 『家族と福祉の社会経済学』 (日本
経済出版社, 2010 年) などのご著書を発表されました. 通信教育部のテキストとして執筆され





日本福祉大学経済論集 第 45 号 2012 年 9 月
『｢高齢者の生活資金の調達｣ に関する ｢新しい学問分野｣』 を切り開く画期的な著書であると思
われます.
先生の遺作となった 『家族と福祉の社会経済学』 では, 公共政策は社会を安定化させる保険機
構であり, その保険機構が行きわたるとモラルハザードが発生する, 少子化はその究極の現象で






その話をうかがったときに, 先生が現代の日本が抱える社会保障の問題の鍵として ｢家族｣ を挙
げられているのが少しわかったような気がしました.
先生は次の本の構想をたてられていたとうかがっています. お元気であればそのお話をうかが
うことができ, 多くの刺激を与えていただけたであろうと思っています. しかしながら, それも
叶わぬこととなりました. 先生から多くの教えを受けた私たちは, 研究に教育に邁進することで
わずかでも先生の学恩に報いなければいけないと考えております.
日本福祉大学経済学会会員一同を代表して, 心から尊敬と感謝の念を捧げ, 安宅川佳之先生の
ご冥福をお祈り申し上げます.
安宅川佳之先生を偲んで
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